
部門 公所名 業務名 受注者名 頁

東⻘ 平舘・蟹⽥海岸（塩越⼯区）海岸保全施設⻑寿命化計画策定業務委託 (株)キタコン 4

東⻘ 鶴ヶ坂千刈線冬期待避所設置⽤地測量・調査業務委託 (株)みちのく計画 5

中南 岩⽊川圏域（中南管内）無流⽔対策設計業務委託 (株)エイト日本技術開発 6

三八 五⼾川測量・災害査定資料作成業務委託 エイト技術(株) 7

三八 五⼾川測量・災害査定資料作成業務委託 (株)コサカ技研 8

⻄北 津梅川砂防維持測量設計（その１）業務委託 秀和設計コンサルタント(株) 9

上北 百⽯海岸海岸保全施設⻑寿命化計画更新業務委託 (株)そうほく設計 10

上北 むつ⼩川原港外維持深浅測量業務委託 (株)アイテック 11

下北 国道279号道路改良三次元点群測量業務委託 (有)下北測量 12

東⻘ 駒込川総合流域防災（加速化対策）樋門詳細設計業務委託 (株)みちのく計画 14

東⻘ 国道280号橋梁架替（蟹⽥橋）旧橋撤去・仮設歩道橋設計業務委託 (株)キタコン 15

中南 前坂藤崎線橋梁架替（藤崎橋）事業認定申請図書作成業務委託 (株)キタコン 16

中南 国道282号道路災害防除（災害復旧）測量・設計業務委託 (株)増川プロジェクト技建 17

三八 国道340号外泥障作⼤橋外橋梁定期点検業務委託 (株)コサカ技研 18

三八 八⼾階上線道路改良測量・設計業務委託 (株)コサカ技研 19

⻄北 国道101号橋梁補修（釜屋沢橋）調査・設計業務委託 (株)キタコン 20

⻄北 桂川外河川維持測量設計積算業務委託 (株)三和技術 21

上北 国道279号道路改良（北ＢＰ）⽔路函渠修正設計業務委託 (株)コサカ技研 22

上北 明神川⼤規模特定河川改修樋門（左岸）設計業務委託 (株)キタコン 23

下北 国道279号道路改良（奥内バイパス）事業認可等資料作成業務委託 (株)キタコン 24

下北 ⾚川下北停⾞場線橋梁補修（海⽼川側道橋）調査・設計業務委託 (株)コサカ技研 25

道路課 ⻘森県橋梁洗掘対策検討業務委託 (株)キタコン 26

東⻘ 駒込ダム管理設備詳細設計（その2）業務委託 (株)建設技術研究所 28

東⻘ 駒込ダム掘削面地質評価業務委託 日本⼯営(株) 29

中南 遠部ダムメンテナンス管理設備更新詳細設計業務委託 (株)ニュージェック 30

中南 岩⽊川圏域（中南管内）砂防事業検討業務委託 (株)アジア共同設計コンサルタント 31

三八 国道454号道路災害防除（災害対策）測量・調査・設計業務委託 日本⼯営(株) 32

三八 八⼾港改修（施改補助）河原⽊４号桟橋調査設計業務委託 パシフィックコンサルタンツ(株) 33

⻄北 国道339号橋梁架替（⾦⽊橋）設計業務委託 ⼤日本ダイヤコンサルタント(株) 34

⻄北 津軽港港湾地方創生推進環境影響評価業務委託 三井共同建設コンサルタント(株) 35

上北 泊陸奥横浜停⾞場線道路改良構造物詳細設計業務委託 ⼤日本ダイヤコンサルタント(株) 36

上北 ⾼瀬川圏域総合流域防災砂防無流⽔渓流対策設計業務委託 (株)建設技術研究所 37

下北 下風呂海岸維持設計業務委託 ⼤日本ダイヤコンサルタント(株) 38

下北 国道338号道路改良無電柱化詳細設計業務委託 (株)建設技術研究所 39

河川砂防 中村川流域治⽔計画作成業務委託 日本⼯営(株) 40

港湾空港 ⻘森港⻑期構想検討業務委託 三井共同建設コンサルタント(株) 41

⻄北 津軽港港湾維持地質調査（その４）業務委託 (有)三陽技研 44

上北 泊陸奥横浜停⾞場線道路改良地質調査業務委託 (有)⻘森地盤研究所 45

下北 国道279号道路改良（奥内バイパス）地質調査業務委託 エイト技術(株) 46

東⻘ 駒込ダム建設事業国有林野所管換申請に伴う測量・調査業務委託 (株)ニッソク 48

三八 3・5・1号沼館三日町線道路改築⽤地調査業務委託 (株)岩沢測量コンサル 49

上北 国道279号道路改良（北ＢＰ）裁決申請図書作成業務委託 (株)⼤成コンサル 50

測量

土⽊
（県内）

土⽊
（県外）

地質調査

補償

県土整備部⻑表彰 （無着⾊）公所の⻑表彰
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測量業務部門

（９業務）
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1

令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、「海岸保全施設維持管理マニュアル（令和2年6月）」に基づき、平舘・蟹田海岸(塩越工区)における海岸保全施設
のうち離岸堤を対象として、点検の実施及び⻑寿命化計画の策定を⾏ったものである。

海中部を含む離岸堤の詳細点検（二次点検）では、水中ドローンや空中写真による調査のみでは、施設全体の形状や変状状況
を十分に把握することが難しく、変状を的確に評価するうえで課題があった。

そのため、本業務ではUAV搭載型グリーンレーザによる3次元計測（写真-1）を導入し、施設延⻑の正確な把握（図-1）に加
え、本体形状と周辺海底地形、洗掘の有無等を定量的に⼀体把握（図-2）することで、変状の規模・程度に加え、変状段階や被
災メカニズムを客観性高く評価しており、高精度な変状概要の整理となっていた。

更に⻑寿命化計画では、その成果を基に対策工法の選定や工事数量の精度向上へと繋げる取組（図-3）も⾒られ、補修工事の
効率化に資するものと評価した。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

平舘・蟹田海岸（塩越工区）海岸保全施設⻑寿命化計画策定業務委託

東津軽郡外ヶ浜町字蟹田塩越地内

工藤 清和

株式会社キタコン

令和7年6月20⽇〜令和8年3月25⽇

海岸保全施設点検 N＝1式
⻑寿命化計画作成 N＝1式

7,788,000円
84点

宮下 義史

神 水美

東⻘県⼟整備事務所

竹谷 俊

令和8年3月18⽇

【UAV搭載型グリーンレーザによる3次元計測】

空中写真(⼀次点検) 3次元計測(二次点検)
写真-1 3次元計測による詳細点検(二次点検)の実施

2.形状の⼀体把握による変状評価

1.正確な施設延⻑による点検実施 3.定量的把握に基づく対策検討

図-1 3次元計測からの施設延⻑の計測

図-2 3次元点群データからの離岸堤本体と周辺海底地形の把握(二次点検)

図-3 対策工法断面図(断面減少箇所の1層嵩上げ案)

点群データからの断面の切り出し図

3次元点群データ上で施設延⻑を計測(赤点線)

3次元点群データ＋オルソ画像

断面減少の変状が⾒られる

変状規模の定量的把握周辺地形の把握

目視による変状の把握(⼀次点検)

陸上・水中区分

3650

1:2
.0

1:2.0

2000
1750

8
9
0

+2.86計画天端高 T.P.+2.70m

基礎捨石 30～500kg/個程度

8900
7150

-1.99

+1.81

三柱ブロック5t型
層積

沖 側 陸 側

基礎捨石
1t/個程度

基礎捨石
1t/個程度

基礎捨石
1t/個程度

県⼟整備部⻑表彰

代表取締役社⻑
佐藤 和昭

管理技術者
工藤 清和

このたびは、「⻘森県県⼟整備部⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありがとう
ございます。本業務の遂⾏にあたりご指導を賜りました東⻘県⼟整備事務所
の調査職員並びに関係職員の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、沖合に位置する離岸堤の点検・評価に、グリーンレーザを活用
し、形状把握および変状評価を高精度に実施した業務です。適切な調査⼿法
の選定により、把握が困難であった地形や洗掘状況を可視化し、被災状況を
的確に捉えることで、⻑寿命化計画の精度向上に寄与することができました。

本⽇の表彰を励みに、今後も技術⼒と品質の更なる向上に努め、「安全安
心で活⼒ある地域社会づくり」に貢献できるよう、⼀層努⼒して参ります。

引き続きのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、業務箇所において、冬期期間の円滑な交通及び緊急輸送道路としての機能確保のため設置する待
避所用地に係る用地測量及びその用地上に在る⽀障物件に係る用地調査業務である。

受注者は、前提となる事業内容の設計が業務期間内に発生し、そのことに伴い本業務内容が幾度となく変更
を余儀なくされたこと並びに事業用地及び⽐較的多数の隣接地において所有者及び関係⼈の多数相続が複数発
生しており、また、国有及び公共団体所有地が複数存在しており、事業用地の境界確定が困難を極めることに
適切に対応し、本業務の完成に至った。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優
良建設関連業務に推薦するものである。

鶴ヶ坂千刈線冬期待避所設置用地測量・調査業務委託

⻘森市⼤字鶴ヶ坂地内

畠山 直之

株式会社みちのく計画

令和7年8月1⽇〜令和8年3月25⽇

用地測量Ａ＝0.38万㎡
用地調査Ｎ＝１式

7,623,000円

82点

小向 良

中村 宙翔

東⻘県⼟整備事務所

㤊田 圭⼀郎

令和8年3月25⽇

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県東⻘県⼟整備事務所表彰を賜り、誠にありがとうございます。受
賞に当たりご指導賜りました調査職員の皆様をはじめ、鶴ヶ坂千刈線冬期待避所設置
用地調査にご協⼒いただきました関係各位の皆様には、心から感謝申し上げます。

本業務は、国道7号と並走する鶴ヶ坂千刈線において、積雪期間の円滑な交通機能
確保を目的として設置する待避所及び堆雪帯の用地測量及び⽀障物件に係る用地調査
業務でありました。課題となりました、事業用地が隣接しておらず数ヶ所に点在して
いたこと、関係⼈の多数相続が複数発生していたこと、国及び公共団体所有地が複数
存在し境界確定が困難であったことについて対応し、境界⽴会いを含めた現地作業も
工期内に完了したことを評価された結果であると⼤変うれしく思います。

今回の表彰を励みとし、社会や顧客のニーズに応えるよう社員⼀同、技術⼒の向上
に努めてまいります。今後とも、皆様のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。

代表取締役
間山 昭

管理技術者
畠山 直之
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、無流水渓流対策事業の実施に向けて、対象渓流の現地調査を⾏い、⼟⽯流・流⽊対策施設の配置計画
や構造形式を検討し、砂防工事全体計画の基礎資料を取りまとめたものである。

現地調査においては、高精度の全天球（３６０度）カメラを使用し、当該画像を活用した打合せ協議により、流
域状況を受発注者間で正確に共有することができた。

また、地形測量においても、高精度の測量図面（グリッドデータ）を作成し、概算工事費算定等の精度向上に努
めた。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建
設関連業務に推薦するものである。

岩⽊川圏域（中南管内）無流水対策設計業務委託

弘前市⼤字蔵主町外 地内

中嶋 雅之

株式会社エイト⽇本技術開発

令和7年4月17⽇〜令和8年3月10⽇

砂防工事全体計画作成 N＝1式
３次元点群測量 N＝1式

19,173,000円
83点

高田 浩⾏

東 睦城

中南県⼟整備事務所

山下 澄晴

令和8年3月10⽇

流域全景 渓流状況 施設計画位置

全天球画像を活用し、受発注者間で
現地状況を正確に共有

無流水渓流における対策工法の⽐較検討

工法案２

工法案１

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り、誠にあり
がとうございます。業務を遂⾏するにあたり、ご指導を賜りました調査
職員並びに関係職員の皆様に心より感謝申し上げます。

本業務は、無流水渓流に該当する⼟⽯流危険渓流において砂防工事全
体計画の検討を⾏ったものです。検討を進める中で発注者との円滑な情
報共有に努め、その結果を反映した成果をとりまとめることが出来たと
考えております。

今回の受賞を励みとして、更なる品質と技術⼒の向上に努め、安全・
安心な地域づくりに貢献できるよう、より⼀層の努⼒を重ねてまいりま
す。今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

代表取締役社⻑
⾦ 声漢

管理技術者
中嶋 雅之
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、⻘森県三⼋県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、
誠にありがとうございます。ご指導いただきました⻘森県関係職員
の皆様をはじめ、関係各位に心より感謝申し上げます。

本業務は、豪⾬災害により被災した河川の早期復旧を目的とした
ものであり、限られた期間の中で誠実かつ真摯に業務に取り組んで
まいりました。今回の受賞は、その取組をご評価いただいたものと
受け止めております。

今回の受賞を励みとし、今後も技術⼒および品質の向上に努め、
安全・安心な社会資本整備の⼀翼を担えるよう精進してまいります。
今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま
す。

本業務は、令和7年8月豪⾬により被災した二級河川五⼾川における災害復旧測量および査定資料作成業務
である。災害査定までの短期間において、測量から設計、資料作成までを⼀体的に実施する必要があった。

被災箇所の⼀部では、湾曲部における流れの集中に加え、異なる護岸構造が混在しており、短延⻑区間で
構造の整合を図る必要があるなど、難易度の高い条件下での対応が求められた。

これに対し、設計流速に基づく工法⽐較および構造の連続性を考慮した設計を⾏い、合理的な復旧計画を
⽴案した。また、的確な資料作成により災害査定を円滑に通過させ、早期復旧に寄与した。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部
優良建設関連業務に推薦するものである。

五⼾川測量・災害査定資料作成業務委託

三⼾郡新郷村⼤字⼾来地内

⼋森 純男

エイト技術株式会社

令和7年8月22⽇〜令和8年1月31⽇

地形測量 N=1式
災害査定復旧計画（査定資料作成）N=1式

3,839,000円
83点

三橋 ⼋州男

橋場 均

三⼋県⼟整備事務所

寺下 純

令和8年1月23⽇

終点

写1 五⼾川（上栃棚森ノ下）
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植生工(野芝) A=30m2 NO.11.4
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0
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図1 計画平面図
図2 標準横断図（上︓上流側、下︓下流側）

コンクリートブロック積工(1︓0.5)

コンクリートブロック張工(1︓2.0)

県⼟整備事務所⻑表彰

代表取締役
佐藤 富⼀

管理技術者
⼋森 純男
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、⻘森県三⼋県⼟整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうござい
ます。ご指導を賜りました調査職員の皆様、ご協⼒いただきました関係各位に
心より感謝申し上げます。

本業務は災害対応業務であり、迅速な工程管理と適切な品質管理が求められる
なか、社内照査と進捗管理を徹底し、品質確保と工程遵守に努めました。

また、仮設道設置に際しては関係地権者の把握と聞き取りを実施し、事業への
理解促進と円滑な業務遂⾏を図りました。

これらの取り組みを優良業務としてご評価いただきましたことは、弊社にとっ
て⼤きな誇りであり、今後の励みとなるものです。

今後も本表彰を糧に、さらなる技術⼒の研鑽に努め、安全・安心な地域社会の
構築に貢献できるよう精進して参ります。

引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

本業務は、⻘森県三⼾郡新郷村⼤字⼾来地内における河川災害の測量・設計を⾏い、災害査定資料の作成
を目的として実施したものである。本業務は災害対応業務であるため、迅速な工程管理と適切な品質管理を
必要とした。工程管理では、全体工程を把握した上で、計画的な進捗管理が⾏われた。協議結果を随時工程
に反映するとともに、工法や数量算出に関する確認事項は早期に整理・共有することで、査定資料提出期限
が守られた。また、品質管理では、適切な区切りでの測量、設計の社内照査がなされ、赤⻩チェック等も⾏
われたことで、適切な品質が確保された。特に仮設道設置に際し、関係地権者に聞き取り確認を⾏ったこと
は、事業に対する地権者の理解を得る上でも有効であった。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設
関連業務に推薦するものである。

五⼾川測量・災害査定資料作成業務委託

三⼾郡新郷村⼤字⼾来地内

佐々⽊ 智也

株式会社コサカ技研

令和7年8月22⽇〜令和8年1月31⽇

災害査定資料作成 １式
(地形測量 ３箇所 災害査定復旧 ３箇所)

3,685,000円
83点

三橋 ⼋州男

庄司 翔

三⼋県⼟整備事務所

寺下 純

令和8年1月26⽇

7災第17号 7災第18号 7災第19号 社内照査

地権者への聞き取り

県⼟整備事務所⻑表彰

代表取締役
堀 秀敏

管理技術者
佐々⽊ 智也
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、津梅川中流に架かる町道津梅川林道線の町道橋より上流側にある津梅川3号堰堤の区間において、林道が令和4年
の⼤⾬で崩落が確認されているため、被害状況を把握するために局所的な横断測量等を実施するとともに、津梅川3号堰堤の維
持管理に必要な資機材の運搬を可能とするために管理用道路の路線選定を実施するものである。

全⻑1.70kmの急峻な山岳地帯であり降雪の時期も迫っていたこともあり、UAVレーザ測量での提案をするなど、作業効率
の向上及び安全性の確保を図ったものである。
さらに、UAVレーザ測量を用いることによって、関係機関協議においては協議までの⽇数の短縮、設計業務に三次元点群デー
タを提供することで精度向上に寄与した。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務
に推薦するものである。

津梅川砂防維持測量設計（その１）業務委託

⻄津軽郡深浦町⼤字⼤間越地内

對馬 貴幸

秀和設計コンサルタント株式会社

令和7年9月17⽇〜令和8年3月11⽇

三次元点群測量 N=1式
道路予備設計 N=1式

13,090,000円
82点

細川 敦啓

相馬 吉裕

⻄北県⼟整備事務所

藤田 幸徳

令和8年3月11⽇

UAVレーザ測量

オリジナルデータ

等高線データ被災状況

県⼟整備事務所⻑表彰

管理技術者
對馬 貴幸

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り誠にありがとうござ
います。
受賞にあたり、ご指導をいただきました⻄北県⼟整備事務所 鰺ヶ沢道路河川事
業所の調査職員の皆様に心から感謝と御礼を申し上げます。
本業務は、全⻑1.7kmの急峻な地形であり、実測では計測困難な箇所が⾒受け
られ、また降雪の時期も差し迫っていましたので、UAVレーザ測量の使用を提
案し、現地作業の短縮を図る事ができました。

今回の受賞を励みとし、今後も技術研鑽と品質向上に努め、安全・安心で豊か
な地域社会づくりに貢献できるよう尽⼒して参ります。今後とも皆様方のご指導、
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 代表取締役

成田 秀治
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、百⽯海岸の海岸保全施設の内、波返し(堤防に嵩上補強型)、及び水門部の⼟⽊構造物を対象とし
て点検・評価を実施し、点検費用を併せた修繕等概算工事費の再算定による⻑寿命化計画の更新を⾏うもので
ある。

海岸保全施設維持管理マニュアルに基づき、⼀時点検、二次点検を実施し、堆砂等で目視確認できなかった
箇所については、堆砂を除去した上で前回点検時と対⽐できる状態で記録し、⻑寿命化計画の更新へと反映さ
せた。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連
業務に推薦するものである。

百⽯海岸海岸保全施設⻑寿命化計画更新業務委託

上北郡おいらせ町⼀川目 地内

佐々⽊ 孝⾏

株式会社そうほく設計

令和7年7月2⽇〜令和8年3月25⽇

施設点検 1式
⻑寿命化計画更新 1式

8,129,000円
83点

野宮 ⼀宏

北澤 光⼤

上北県⼟整備事務所

伊賀 隆幸

令和8年3月25⽇

点検フロー

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り誠にありが
とうございます。

本業務は、国の重要施策である国⼟強靱化による防災インフラ施設の
⻑寿命化計画更新業務であり、過去の受託内容を踏まえ、可能な限り詳
細な施設の⽼朽化状況の把握に努めました。

その際、業務の履⾏にあたっては、ご指導いただいた上北県⼟整備事
務所の職員をはじめ、ご協⼒をいただきました関係各位の皆様には、心
より感謝申し上げます。

今回の受賞を励みとして、更なる技術と品質向上に努め、地域社会の
持続的な発展に貢献できるよう、より⼀層の努⼒をして参ります。今後
とも、皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 代表取締役

小林 眞⼀
管理技術者

佐々⽊ 孝⾏
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰の栄誉を賜り、
誠にありがとうございます。ご指導をいただきました⻘森県上北県⼟
整備事務所 むつ小川原港管理所の調査職員の皆様、並びに関係各位
に心より感謝申し上げます。

本業務は、むつ小川原港において従来の音響測深に代えてマルチ
ビーム測深機による深浅測量を実施したものです。三次元計測により
海底地形の変位状況を面的・視覚的に把握することが可能となり、よ
り精度の高い港湾管理への貢献ができたものと考えております。⻘森
県が推進するDX・デジタル技術の活用という方向性に沿った取り組み
として評価いただいたことを、⼤変光栄に思います。

今回の受賞を励みとし、今後も最新技術の積極的な導入と品質向上
に努め、安全・安心な地域社会づくりに貢献できるよう精進して参り
ます。引き続きご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 代表取締役

阿部 信孝
管理技術者
岩間 久輝

本業務は、むつ小川原港および野辺地港における現況水深を把握するため、深浅測量を実施したもので
ある。

業務の実施にあたっては、従来の⼿法である水深図や横断図による成果作成に加え、三次元表示を用い
ることで海底地形の状況を視覚的に分かりやすく整理するなど、創意工夫が認められた。また、三次元表
示ビューアを提供するなど、調査目的に即した適切かつ積極的な取り組み姿勢が⾒られた。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」の要件に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関
連業務として推薦するものである。

むつ小川原港外維持深浅測量業務委託

上北郡六ヶ所村⼤字鷹架外地先

岩間 久輝

株式会社アイテック

令和7年9月9⽇〜令和8年3月25⽇

深浅測量 1式
マルチビーム測深 1式

12,364,000円
80点

寺沢 純司

月館 優太

上北県⼟整備事務所令和8年3月16⽇

＜三次元表示＞＜測深状況＞

県⼟整備事務所⻑表彰
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1

令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、⼀般国道279号道路改良事業（むつ市⼤字関根地内）において、予備設計に必要な現況平面図
を作成するため、基準点測量、図化、三次元点群測量を⾏うことを目的としている。

成果品をイメージしやすいようUAVレーザ測量から得られた三次元点群データを参考画像として作成した
ほか、数値図化において今後の業務に生かしやすいようP21で編集したデータも作成し、⻘森県県⼟整備部
DXロードマップの推進への取組みとした。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関
連業務に推薦するものである。

国道２７９号道路改良三次元点群測量業務委託

むつ市⼤字関根地内

伊栁 徳満

有限会社下北測量

令和7年8月6⽇〜令和8年3月25⽇

基準点測量 N=1式
数値図化 N=1式
三次元点群測量 A=0.15km2

15,268,000円
84点

對馬 永⼀

笹森 遼多

下北県⼟整備事務所

松井 ⼀裕

令和8年3月19⽇

▽ UAVレーザー測量状況 ▽ 3次元点群データ(RGB表示)

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り、誠に
ありがとうございます。心より感謝申し上げます。

本業務はUAVレーザ測量によって得られた三次元点群より数値地
形図（DM）を作成したものであります。 成果品の社内検査や社内
打合せに加え現場でのKY・熱中症対策活動を実施し、徹底した品質
および安全管理を⾏いました。その成果が⻘森県⼟整備部DXロード
マップ推進に寄与できたことに⼤変喜ばしく思っております。

今回の表彰を励みに、さらなる品質向上と技術⼒向上に努め下北
地方の発展のために、精進して参る所存でございますので、今後と
もご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

県⼟整備部⻑表彰

代表取締役
常田 嘉⼀郎

管理技術者
伊栁 徳満

12



⼟⽊関係
建設コンサルタント業務部門

（県内・１３業務）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

代表取締役 管理技術者

本業務は、⻘森市筒井四丁目において駒込川左岸側に築堤計画があることから、宅地側からの排水経路確
保のために、樋門予備設計及び樋門詳細設計を実施したものである。

本業務では樋門設計だけでなく築堤計画も含めた施工計画の再検討を⾏っており、河川内、かつ、住宅密
集地内での施工という制約に十分に配慮し、施工ステップ毎に不等流計算を実施し、施工計画を⽴案した。
また、地元説明会向けに、堤防完了後のイメージが分かるように、堤防計画の3Dモデル化を実施した。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関
連業務に推薦するものである。

駒込川総合流域防災（加速化対策）樋門詳細設計業務委託

⻘森市筒井四丁目地内

伊香 学城

株式会社みちのく計画

令和7年6月13⽇〜令和8年3月27⽇

樋門予備設計 N=1式
樋門詳細設計 N=1式

34,881,000円
84点

宮下 義史

山崎 聖太

東⻘県⼟整備事務所

竹谷 俊

令和8年3月27⽇

駒込川築堤計画全景
（3Dモデル化）

駒込川築堤計画平面図

樋門標準横断図

樋門3Dモデル

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県東⻘県⼟整備事務所表彰を賜り、誠にありがとうご
ざいます。受賞にあたりご指導賜りました監督職員の皆様をはじめ、排
水樋門設計および堤防計画にご協⼒いただきました関係各位の皆様には、
心から感謝申し上げます。

本業務は、駒込川河川改修に伴った排水樋門の予備設計および詳細設
計で、河川内かつ住宅密集地での施工という困難な制約条件でしたが、
効率的な施工計画を提案したこと、また、地元説明会に使用した堤防計
画の3Dモデル化を評価されたものと⼤変うれしく思います。

今回の表彰を励みとし、社会や顧客のニーズに応えるよう社員⼀同、
技術⼒の向上に努めてまいります。今後とも、皆様のご指導とご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、国道280号と二級河川蟹田川の交差部に架橋される蟹田橋の架替に伴い、旧橋撤去設計および仮設歩道橋の予備設計を実施
したものである。旧橋の撤去計画にあたっては、河川条件、周辺環境、曲線橋形状など多くの制約条件を有する厳しい条件下で、施工性
と経済性の両⽴が求められた。当該業務では、「架設桁・クレーン併用撤去工法」を採用し、出水期を含めた通年施工を可能として、工
期を約2年短縮するとともに、約6億円のコスト縮減を実現している。これにより、施工期間の⻑期化に伴う地域住⺠への負担軽減に寄与
している。また、架替期間中の歩⾏者動線確保においては、利便性および安全性に加え、河川環境や漁業活動への影響を考慮した最適な
仮設歩道橋の架橋位置を提案している。さらに、歩道橋形式として下路式を採用し、添架にも対応可能な構造とすることで、地域生活へ
の影響を最小限に抑えている。加えて、CIMを活用した3D施工イメージを作成し、施工⼿順、仮設配置、完成イメージを共有すること
で、地元説明会や関係機関協議の円滑化に貢献している。

これらの取組により本業務は地域住⺠への配慮と技術的合理性を高い水準で両⽴した旧橋撤去計画および仮設歩道橋計画である。以上、
「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

国道280号橋梁架替（蟹田橋）旧橋撤去・仮設歩道橋設計業務委託

東津軽郡外ヶ浜町字蟹田地内

工藤 靖

株式会社キタコン

令和7年8月7⽇〜令和8年3月25⽇

旧橋撤去詳細設計 N=1式
仮設歩道橋予備設計 N=1式

10,549,000円
84点

根川 徹

對馬 和希

東⻘県⼟整備事務所

⿊滝 年昭

令和8年3月24⽇

施工イメージCIM画像上部工撤去概略図

仮設歩道橋形式(下路式)

仮設構台を必要としない門型ク
レーン等を主体とした撤去方法
(河積阻害無し)

橋梁架替期間中の
ライフライン確保

・SPAN1,2︓架設桁撤去工法

・SPAN3︓クレーン撤去工法

SPAN3：クレーン撤去工法

16500

至 蓬田 至 平舘

H.W.L 2.014

50t吊ラフテレーンクレーン

10tダンプ

M

A1
P1 P2

A2

F M F M

F

TH=4.047TH=3.815

8ｔ分割

計画河床

SPAN1,2：架設桁撤去工法

門型クレーン

架設桁

門型クレーン

SPAN3：クレーン撤去工法

39000

H.W.L 2.014

至 蓬田 至 平舘

M

A1 P1 P2 A2

F M F M

F

550t吊トラッククレーン
計画河床

TH=4.047TH=3.815

SPAN1,2：架設桁撤去工法

2000

上水道管 φ200

NTT 8条

送水管 φ250

1
27
3

69
5

床版

主桁 H-1273x350

高欄

▽主桁下端

▽路面高

既設橋梁：橋長 L=83.300m(単純PC箱桁橋(3径間))

SPAN1,2:架設桁撤去工法 SPAN3:クレーン撤去工法

至 蓬田 至 平舘

蟹田川

A1橋台 P1橋脚 P2橋脚 A2橋台

仮設歩道橋：橋長 L=78.000m(下路式歩道橋(3径間))

県⼟整備事務所⻑表彰

このたびは、「東⻘県⼟整備事務所⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありがとうご
ざいます。ご指導を賜りました東⻘県⼟整備事務所の調査職員並びに関係職員の
皆様に心より感謝申し上げます。

本業務は、国道280号上の蟹田川を横断する蟹田橋の架替計画に伴う、撤去詳
細設計を⾏った業務です。将来的な橋梁架替計画の条件を踏襲した上で交差河川
条件や近隣家屋への影響、上部工の撤去が通年施工が可能かなどを密に検討し、
経済性、工期短縮に優れる撤去工法等の提案を⾏いました。また、関係機関及び
周辺住⺠への分かりやすい説明資料として、CIMを活用したVR動画などを作成し、
地元住⺠への理解促進を図るとともに、協議が円滑に進むよう努めました。

今回の表彰を糧に、今後も技術⼒・品質向上に努め「安全安心で活⼒ある地域
社会づくり」の⼀助となれるように今後も努⼒して参ります。

引き続きのご指導ご鞭撻を賜ります様宜しくお願い申し上げます。
代表取締役社⻑

佐藤 和昭
管理技術者
工藤 靖
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、前坂藤崎線橋梁架替（藤崎橋）事業において、⼟地収用法を活用した事業認定を申請するための資料
をとりまとめるものであり、また、本事業により堤防を約2.5ｍ嵩上げすることから堤防の収用部分の安全性の検
証を要したため浸透流の再解析を⾏ったものである。

当該受注者はこれまでに整理した意⾒・指摘事項を踏まえた申請書類作成について、迅速・誠実に対応し遅滞な
く業務を遂⾏し、また、浸透流解析においては、適切な条件設定を⾏い、安全性の総合評価を⾏って高品質な成果
品を提出した。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業
務に推薦するものである。

前坂藤崎線橋梁架替（藤崎橋）事業認定申請図書作成業務委託

南津軽郡藤崎町⼤字藤崎地内

板垣 紀幸

株式会社キタコン

令和7年5月23⽇〜令和8年3月25⽇

前坂藤崎線橋梁架替（藤崎橋）事業にお
ける事業認定を申請するための資料作成

10,087,000円
88点

総括主幹 鎌田 賢⼀

主査 對馬 卓也

中南県⼟整備事務所

主査 藤田 智史

令和8年3月25⽇
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事業認定⼿続き

浸透流解析
条件設定

県⼟整備部⻑表彰

代表取締役社⻑
佐藤 和昭

管理技術者
板垣 紀幸

このたびは、「⻘森県県⼟整備部⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありがとう
ございます。本業務の遂⾏にあたりご指導を賜りました中南県⼟整備事務所
の調査職員並びに関係職員の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、藤崎橋架替事業に伴い、⼀級河川岩⽊川水系平川の現況堤防に
おける裏腹付けや嵩上げなどの拡築部について、⼟地収用法を活用した事業
認定申請に必要となる資料を作成した業務です。申請に際しては、拡築後の
安全性を確認するため浸透流解析を実施し、その妥当性を検証しております。

本⽇の表彰を励みに、今後も技術⼒と品質の更なる向上に努め、「安全安
心で活⼒ある地域社会づくり」に貢献できるよう、⼀層努⼒して参ります。

引き続きのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、令和7年8月の豪⾬で被災した国道282号の災害復旧として、現地測量、地質調査および設計を実施
したものである。路肩崩壊により不安定な現場条件であったが、地上レーザースキャナやUAV等のICT技術を積極
的に導入し、調査精度の向上と⼤幅な工期短縮を両⽴させている。また、⾃主提案の3Dモデルによる施工ステッ
プの可視化は、関係機関との協議において迅速かつ確実な合意形成に⼤きく寄与し、災害復旧関係者にとって極め
て有用な資料となり得り、設計成果の向上が図られた。更に、災害査定が差し迫る状況において、工程の⼀元管理
や他部署のバックアップ体制の構築、積算業務についても主体的に完遂するなど、全社を挙げて業務に取り組んで
おり、災害復旧に多⼤な貢献をした。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」および「その他、他の模範となると認められるもの」に該
当するため、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務として推薦するものである。

国道282号 道路災害防除（災害復旧）測量・設計業務委託

平川市碇ヶ関地内

佐々⽊ 元太

株式会社増川プロジェクト技建

令和7年9月25⽇〜令和8年3月19⽇

現地測量 1式
擁壁工設計 1式

7,227,000円
85点

鎌田 賢⼀

⻄谷 ⼤朗

中南県⼟整備事務所

奈良岡 篤

令和8年3月19⽇

ドローンによる空撮

地上LSによる点群データ取得

３D施工ステップ

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、名誉ある表彰を賜り心より感謝申し上げます。ご指導を賜
りました中南県⼟整備事務所並びに関係職員の皆様に厚く御礼申し上げ
ます。

本業務では、迅速な対応が求められる中、最新のICT技術の活用と組
織的な品質管理を徹底し、精確な成果の提供に努めました。現在、建設
産業は⼤きな転換期にありますが、私共は『⻘森県DXロードマップ』の
実現に寄与すべく、3次元データの利活用による社会インフラ管理の高
度化と、担い⼿確保に資する生産性向上を推進しております。

今回の受賞を励みに、さらなる技術研鑽に励み、社会基盤を⽀える企
業として誠実な業務遂⾏に邁進し、県⼟の安全・安心に貢献してまいり
ます。今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役
福士 智美

管理技術者
佐々⽊ 元太
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度は、⻘森県三⼋県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、誠にありがとうご
ざいます。ご指導を賜りました調査職員の皆様、ご協⼒いただきました関係各位
に心より感謝申し上げます。

本業務では、対象となる12橋の劣化・損傷状況を適切に把握するため、従来
のボートからの目視点検だけでは困難であった床版や鋼材などについて、確実な
近接目視・打音検査を可能にする新技術を提案しました。また独⾃のチェックリ
ストを活用した着⼿前の現地踏査を実施するなど、品質向上と確実な業務遂⾏に
努めました。この度、優良業務としてご評価をいただきましたことは、弊社に
とって⼤きな誇りであり今後の励みとなります。

今後も本表彰を糧にさらなる技術⼒の研鑽に努め、地域の安心・安全を⽀える
インフラメンテナンスに貢献できるよう精進して参ります。

引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

国道340号外泥障作⼤橋外橋梁定期点検業務委託

⼋⼾市南郷⼤字泥障作外地内

川原 悠馬

株式会社コサカ技研

令和7年6月13⽇〜令和7年12月19⽇

橋梁定期点検 N=12橋

16,247,000円
83点

下川原 茂樹

小谷 菜穗子

三⼋県⼟整備事務所

葛⻄ 孝⼈

令和7年12月16⽇

本業務は、三⼋県⼟整備事務所が管理する橋梁のうち、１２橋（Ａグループ橋梁９橋，Ｂグループ橋梁３橋）の
橋梁について、橋梁の劣化・損傷の状況を把握し、交通安全性の確保及び第三者被害の防止を図ることを目的と
したものである。

点検は橋梁定期点検要領等に基づき適切に実施され、これまでゴムボート使用による目視点検のみであった河川
を渡河する橋梁について、近接目視及び打音検査が可能となる新技術活用の提案・採用し、点検の効率化と、品質
向上を図る取り組みがあった。また、点検前には独⾃のチェックリストを用いた現地踏査を実施し点検作業に際し
ての留意事項を事前に把握することに努めた。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」及び「その他、他の模範となると認められるもの」に該当すること
から、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

新技術（浮き⾜場式⼯法）を⽤いた橋梁点検状況

県⼟整備事務所⻑表彰

代表取締役
堀 秀敏

管理技術者
川原 悠馬
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、「⻘森県三⼋県⼟整備事務所⻑表彰」を賜り誠にありがとうございま
す。本業務におきましては、三⼋県⼟整備事務所の関係職員の皆様から多⼤なるご指
導ご⽀援を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。

本業務は、⼋⼾階上線とJR⼋⼾久慈線の交差する榊踏切おいて、道路改良に伴う⽀
障物を踏まえ、道路線形の⾒直しを⾏うため、測量・道路詳細設計、並びに関係機関
協議を実施したものです。現道は⾞道幅員が狭く歩道も未整備であり、安全性と走⾏
性に課題がありました。そこで、現地踏査等により条件を整理し、線形を最適化しま
した。その結果、基準に適合しつつ、視距確保や勾配緩和、交差角の改善を図り、安
全性と走⾏性の向上に主眼をおき設計しました。

このことを優良業務としてご評価をいただきましたことは、弊社にとって⼤きな喜
びであり、今後の励みとなるものです。改めて厚く御礼申し上げます。

今後も本表彰を糧に技術⼒の研鑽に努め、地域社会の発展により⼀層貢献できるよ
う精進してまいります。引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し
上げます。

本業務は、県道⼋⼾階上線とＪＲ⼋⼾線が交差する榊踏切の改良に伴い、改良が必要となる区間について、将来
計画を考慮した道路詳細設計、路線測量ならびに関係機関協議を適切に実施したものである。

現道は⾞道幅員が狭小で歩道未整備に加え、小曲線R=30mによる視距不⾜、最⼤縦断勾配ｉ=7.0%の急勾配、
線路交差角θ＝68°の鋭角交差といった構造的課題を有しており、通⾏安全性および走⾏快適性の確保が重要な課題
であった。受注者は、現地踏査及び既存資料の精査により、埋設物や新規建築物を的確に把握し、これらを⽀障条件
として整理した上でコントロールポイントを再設定し、平面・縦断線形の最適化を⾏った。その結果、道路構造令等
の基準に適合させつつ、視距の確保、勾配の緩和および交差角の改善を図り、安全性および走⾏性の向上に寄与した。

以上、「他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦する
ものである。

⼋⼾階上線道路改良測量・設計業務委託

三⼾郡階上町⼤字道仏地内

山田 健太

株式会社コサカ技研

令和7年6月13⽇〜令和8年3月25⽇

道路詳細設計(B)N=1式、路線測量N=1式、
関係機関打合せ協議N=1式

11,451,000円
82点

下川原 茂樹

小川 成貴

三⼋県⼟整備事務所

鳩 祐⾏

令和8年3月25⽇

図2 計画平面図
（赤︓計画、ピンク︓将来計画、⻘︓現道）

図1 現道の問題点

県⼟整備事務所⻑表彰

代表取締役
堀 秀敏

管理技術者
山田 健太
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、⼀般国道101号と普通河川釜屋沢川の交差部に架橋された釜屋沢橋(単純PCプレテンI桁橋、橋⻑10.5m)(写真-1)の
橋梁補修設計を実施したものである。本橋は⽇本海側の過酷な塩害環境(図-1)に位置し、塩害による劣化状況を的確に把握した
うえで、合理的かつ経済的な対策工法の選定が求められた。そこで、従来の2次元資料のみでは全体像の把握が困難な劣化状況に
対し、360°カメラ画像を用いた高精細3Dモデル(図-2)を導入することで、関係者間で情報を共有し視覚的に分かりやすく整理説
明している。併せて、過年度の塩分調査データを体系的に分析し、最小限の調査で高い効果が得られる合理的な調査計画を提案
している。さらに、新技術である「蛍光X線分析によるコンクリート塩分濃度調査」を活用し、主桁全体の塩素濃度分布を可視化
することで、塩害が外桁に限定されていることを明確にした(図-3)。これらの結果を踏まえ、外桁に限定した電気防食工法を採
用し、従来事例と⽐較して約75％のコスト縮減を実現している。複数のDX技術を効果的に組み合わせ、調査の省⼒化・省⼈化と
対策工の合理化を同時に達成した点は、橋梁維持管理における先進性および波及効果が⼤きい事例として高く評価できる。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

国道101号橋梁補修（釜屋沢橋）調査・設計業務委託

⻄津軽郡深浦町⼤字⼤間越地内

成田 静也

株式会社キタコン

令和7年7月25⽇〜令和8年2月27⽇

橋梁調査 N=1式
橋梁補修設計 N=1式

6,545,000円
85点

細川 敦啓

嶋中 拓真

⻄北県⼟整備事務所

工藤 寛之

令和8年2月27⽇

釜屋沢橋

北西の風

図-1 周辺環境(CIM)

写真-1 釜屋沢橋桁下全景

A1 A2

山側

海側

図-3 蛍光Ｘ線分析調査結果(塩分等高線)

単位：%凡例
0.0～0.5%

0.5～1.0%

1.0～1.5%

1.5～2.0%

2.0～2.5%

2.5～3.0%

3.0%～

※1%=10000ppm

【蛍光Ｘ線分析による表面塩素濃度の可視化】
図-2 高精度3Dモデル

【高精度3Dモデルによる情報共有の効率化、高度化】
3Dモデルに損傷写真・損傷
図、試験データを付加

県⼟整備事務所⻑表彰

このたびは「⻄北県⼟整備事務所⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありが
とうございます。本業務の遂⾏にあたりご指導を賜りました⻄北県⼟整
備事務所の調査職員並びに関係職員の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、DX技術を活用して3Dモデル化を⾏い、劣化状況を高い再
現性で可視化することで、説得⼒のある劣化損傷図を作成しました。 ま
た、新技術である非破壊検査（蛍光X線分析調査）を導入し、主桁全体
の表面塩素濃度を可視化することで、関係者との合意形成を円滑に進め
るとともに、補修対策費のコスト縮減を実現しました。

本⽇の表彰を励みに、今後も技術⼒と品質の更なる向上に努め「安全
安心で活⼒ある地域社会づくり」に貢献できるよう、⼀層努⼒して参り
ます。引き続きのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役社⻑
佐藤 和昭

管理技術者
成田 静也
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、令和7年7月4⽇からの⼤⾬により被災した⻘森県五所川原市内の桂川1箇所および相内川3箇所(計4箇所)に
ついて、災害申請および復旧工事に必要な資料作成を⾏うものである。

出水により河床洗堀・河床低下が発生し、⼟⽻護岸部では側方浸食、既設護岸部では基礎部の空洞化や背面⼟砂の吸
い出しが生じ、早急な復旧が求められていた。測量では、現地測量に加えてＵＡＶを活用し、被災状況の把握と復旧工
法の検討に必要となる基礎資料の収集に取り組んでいた。設計では、復旧方針を適切に整理するとともに、関係機関と
の協議を円滑に進め、被災状況に応じた復旧工法の提案が⾏われ、復旧工事の早期着⼿に寄与したと評価できる。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関
連業務に推薦するものである。

桂川外河川維持測量設計積算業務委託

五所川原市相内外地内

成田 裕紀

株式会社三和技術

令和7年7月9⽇〜令和8年2月27⽇

基準点測量N=1式，路線測量N=1式
用地測量N=1式，護岸詳細設計N=1
⺠間積算N=1式

¥17,820,000
81点

川村 昌弘

相馬 祥希

⻄北県⼟整備事務所

早坂 雅美

令和8年2月27⽇

被災全景写真

被災写真 復旧工法標準横断図

相内川 桂 川

復旧工法
標準横断図

UAV活用

※被災状況に応じ3タイプで計画

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り、誠にあり
がとうございます。

また、業務遂⾏にあたりご指導とご協⼒をいただきました⻄北県⼟整
備事務所の職員の皆様に、心より御礼申し上げます。

今回の受賞を励みとして、今後も技術⼒および業務品質の⼀層の向上
に取り組み、地域社会への貢献に努めてまいります。引き続き、ご指導
ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

代表取締役
太田 文隆

管理技術者
成田 裕紀
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、「⻘森県上北県⼟整備事務所⻑表彰」を賜り誠にありがとうござ
います。本業務におきましては、上北県⼟整備事務所の関係職員の皆様から多⼤
なるご指導ご⽀援を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。

本業務では、当初設計において国道279号 下北半島縦貫道路と田ノ沢川が交
差する水路ボックス内に、落差工および管理用通路が計画されておりました。こ
れに対し、落差工の位置を函渠工の下流部へ変更し、階段状構造へ⾒直すことで、
河川構造物の維持管理向上に努めました。さらに、河川管理者との協議結果を踏
まえ、水路ボックスの内空断面を縮小し、建設費の縮減を図ることができました。

このことを優良業務としてご評価をいただきましたことは、弊社にとって⼤き
な喜びであり、今後の励みとなるものです。改めて厚くお礼申し上げます。

今後も本表彰を糧に技術⼒の研鑽に努め、地域社会の発展により⼀層貢献でき
るよう精進してまいります。引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお
願い申し上げます。 代表取締役

堀 秀敏
管理技術者
山田 健太

本業務は、下北半島縦貫道路の横浜北バイパス工区において、道路本線の縦断計画⾒直しに伴う箱型函渠の修正
設計を実施したものである。

修正設計にあたり河川管理者と再協議した結果、「容易に維持管理ができる構造」の要望があった。当初設計で
は函渠内の断面は既設の河川護岸と同じで、落差工は函渠内に設置されていた。しかし再検討の結果、ミニホイー
ルローダ―が通⾏可能な断面となり、落差工を函渠外に設置することで河川管理者の要望に沿った構造が計画され
るとともに、当初設計に⽐べ函渠がコンパクトになり建設費用の削減にもつながった。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することか
ら、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

国道279号道路改良（北ＢＰ）水路函渠修正設計業務委託

上北郡横浜町字鶏ケ唄地内

山田 健太

株式会社コサカ技研

令和7年7月17⽇〜令和7年12月13⽇

⼀般構造物（箱型函渠）修正設計 1式

6,028,000円
84点

内海 達也

佐々⽊ 秀治

上北県⼟整備事務所

丸井 孝幸

令和7年12月12⽇

当初断面図

修正断面図

当初側面図

修正側面図

県⼟整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、二級河川明神川の河川改修に伴う排水樋門の予備・詳細設計を⾏ったものである。
当該樋門周辺は、近年宅地分譲等の開発が進んだことから、改めて用排水系統調査を実施し、排水樋門統廃合

計画の再検討を⾏った結果、従来の当該樋門1箇所への集約案では水路付替えや埋設管移設等が必要となること
が判明したため、付帯工事が少なくて済む2箇所案とすることで事業全体のコスト縮減を図ったものである。

また、樋門本体のほか、周辺の構造物も含めてCIMを活用した3Dモデルを構築することで、構造物の形状だ
けでなく、構造物相互の関係性を可視化することができ、設計内容確認の精度向上が図られた。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良
建設関連業務に推薦するものである。

明神川⼤規模特定河川改修樋門（左岸）設計業務委託

上北郡おいらせ町下前田地内

鶴田 清広

株式会社キタコン

令和7年9月11⽇〜令和8年3月25⽇

排水樋門予備・詳細設計 1式

26,114,000円
83点

野宮 ⼀宏

鴨澤 明志

上北県⼟整備事務所

伊賀 隆幸

令和8年3月23⽇

周辺施設を含めたCIM画像
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樋門構造体のCIM画像

県⼟整備事務所⻑表彰

管理技術者
鶴田 清広

このたびは、「上北県⼟整備事務所⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありがと
うございます。本業務の遂⾏にあたりご指導を賜りました上北県⼟整備事務
所の調査職員並びに関係職員の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、排水樋門予備設計において、用排水系統及び上下水道等の地下
埋設物調査を実施したうえで樋門統廃合検討を⾏い、樋門2箇所案を採用す
ることにより事業全体のコスト縮減を実現した業務です。また、樋門詳細設
計では、周辺の構造物も含めてCIMを活用した3Dモデルを構築し相互の関係
性を可視化・確認し精度の向上を図りました。

本⽇の表彰を励みに、今後も技術⼒と品質の更なる向上に努め、「安全安
心で活⼒ある地域社会づくり」に貢献できるよう、⼀層努⼒して参ります。

引き続きのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 代表取締役社⻑
佐藤 和昭
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

代表取締役
佐藤 和昭

管理技術者
間山 拓郎

本業務は、下北半島縦貫道路の⼀般国道279号奥内バイパスにおける都市計画変更及び事業認可に向けた資
料作成、道路予備設計(B)の修正、事業関連資料の作成を実施したものである。当業務は、今後の事業を円滑に
進めるうえで、重要かつ迅速な対応が求められる業務であった。道路予備修正においては、コントロールとな
る函渠断面を再整理し、縦断線形を可能な限り低く抑えることでコスト縮減に⼤きく寄与した。また、バイパ
ス全体にわたる詳細な現地踏査を基に、排水計画等の課題抽出・整理を⾏い、適切な機能補償計画の⽴案に貢
献した。さらに、詳細設計で必要となる協議事項および関連資料の作成を⾏うとともに、関係機関との協議に
同⾏して⽀援を⾏うなど、今後実施される事業および後続業務の円滑化につながる成果が提出された。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連
業務に推薦するものである。

国道279号道路改良（奥内バイパス）事業認可等資料作成業務委託

むつ市⼤字奥内地内

間山 拓郎

株式会社キタコン

令和6年11月28⽇〜令和7年9月30⽇

道路予備修正設計(B) Ｌ＝1.20km
事業認可等資料作成 Ｎ＝1式
事業関連資料作成 Ｎ＝1式

10,560,000円
84点

對馬 永⼀

酒井 優希

下北県⼟整備事務所

壬生 信⼀

令和7年9月30⽇

１.奥内バイパス概要

２.函渠断面再整理によるコスト縮減

函渠断面の再整理

最小土被り

最小土被り

変更後の縦断線形

※土工量の大幅削減

道路修正Ｌ＝１.２km

写真-１ グーグルマップを加工して作成

N
O
.
-
1
9

奥内バイパス (Ｌ＝１１.４１km)

(仮)むつ中野沢ＩＣ
至 横浜町

(仮)むつ奥内ＩＣ
至 むつ市街

10.07

11.00

(AS)

土
の
う

7.10

10.14

9.71

15.57

10
15

15

３.機能補償物件のトラブル回避

未計画であった機能補償物件の付替計画
をバイパス全体にわたって調査して抽出

図-１ 道路縦断図

図-２ 機能補償イメージ

機能補償水路

図-３ 事業円滑化への工夫
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【１０】
路面、法面、側道排水の流末が
民地内の素掘り側溝となる。
(素掘り側溝の流下先は水路敷)

【１２】
路面、法面排水の流末が
民地内の素掘り側溝となる。

【９】
既存用水路が分断されるものの、
横断工が設けられていない。
横断工の有無を精査すること。

【１１】
既存用水路が分断されるものの、
横断工が設けられていない。
横断工の有無を精査すること。

10 幹線用水横断工

対象番号
【流末が民地内水路】 流末となる現況水路が民地のため、利用状況・用排水系統を把握のうえ地権者との協議が必要。４,５,１０

【流末が民地内垂れ流し】近傍排水路への導水や浸透桝、路側側溝設置による排水路までの導水を検討が必要。 １,３７,３９

【市道】 認定道路は交差計画などについて「むつ市」との協議が必要。 ７,１７,２９

【法面排水の浸透箇所】 わずかな法面排水が民地に流下する箇所では、地権者との協議が必要。 ６,８,３３

【本線横断工】 水路分断される箇所は、利用状況・用排水系統を把握のうえ付替え横断工の有無の検討必要。 ２,９,１１

【その他】 用水の補償や既存排水路との接続に留意が必要。また、現況水路や流下方向の確認も必要。 ３,１９,３０

路線全体における留意事項や検討必要事項

４.事業円滑化推進

N
O
.
5
5
1
+
1
0
.
0

事業円滑化に向けて留意点や検討事項
を写真・コメント(着色別)で整理

このたびは、「下北県⼟整備事務所⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありがと
うございます。本業務の遂⾏にあたりご指導を賜りました下北県⼟整備事務
所の調査職員並びに関係職員の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、函渠内の建築限界を⾒直すことで道路縦断線形を低く抑え、盛
⼟⼟工量を⼤幅に削減し、コスト縮減を実現した業務です。また、修正した
区間を反映した図面をバイパス全体で再整理し、機能補償物件の協議を経て、
事業認可等資料および事業関連資料の作成を⾏いました。

本⽇の表彰を励みに、今後も技術⼒と品質の更なる向上に努め、「安全安
心で活⼒ある地域社会づくり」に貢献できるよう、⼀層努⼒して参ります。

引き続きのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

県⼟整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度は、下北県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、誠にありがとう
ございます。ご指導を賜りました下北県⼟整備事務所の皆様、ご協⼒い
ただきました関係各位に心より感謝申し上げます。

本業務は、海⽼川側道橋の調査・補修設計を⾏った業務です。橋梁の
補修項目と周辺状況に制限があることを勘案して現地に即した工法を提
案したうえで、河川管理者との協議を円滑に進め、適切な補修対策の計
画・⽴案を⾏いました。

この度、優良業務としてご評価をいただきましたことは、弊社にとっ
て⼤きな誇りであり今後の励みとなります。

今後も本表彰を糧に、より⼀層の技術研鑽に努め、地域の安心・安全
を⽀えるインフラメンテナンスに貢献できるよう精進していく所存です。

引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
代表取締役
堀 秀敏

管理技術者
田中 誠⼈

本業務は、令和5年度の橋梁点検結果を基に、海⽼川側道橋の損傷具合を調査し、補修情報の検討、設計図
面作成、数量計算、施工計画等の工事発注に必要な補修設計を⾏ったものである。また、補修設計に必要とな
るコンクリート調査（橋台・橋脚）および、塗膜調査（主桁）も併せて実施した。

橋脚の根入れが河川構造令を満⾜しないため護床工設計が必要となった。橋梁本体の補修対策には河道内締
切を必要とする工種がないため、経済的で施工工期短縮につながる工法である「袋型根固め工法」を提案した。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推
薦するものである。

赤川下北停⾞場線橋梁補修（海⽼川側道橋）調査・設計業務委託

むつ市南町地内

田中 誠⼈

株式会社コサカ技研

令和7年7月24⽇〜令和8年3月27⽇

橋梁補修設計 N=1式、ｺﾝｸﾘｰﾄｺｱ採取 N=1式、
原位置調査 N=1式、ｺﾝｸﾘｰﾄ試験 N=1式、
塗膜片含有試験 N=1式、ｱｽﾍﾞｽﾄ調査 N=1式

9,405,000円
83点

對馬 永⼀

㤊沢 達哉

下北県⼟整備事務所

松江 晋士

令和8年3月25⽇

↑図1 仮設参考図（フロート台船による袋型根固工の運搬）

→図2 施工イメージ図（フロート台船による袋型根固工の運搬）

県⼟整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、⻘森県道路課が管理する A グループ橋梁のうち、河川および沢等に架橋されている橋梁を対象
として、洗掘リスク項目の整理および洗掘リスク橋梁の選定を⾏ったものである。また、洗掘計測機器や根
固め工の選定を体系的に整理し、洗掘対策マニュアルの作成を実施したものである。

洗掘リスク項目の整理について、国⼟地理院で公表しているデータ等も活用する提案があり、リスク項目
をほぼ網羅する形で整理することで、質の高い洗掘リスク橋梁の選定を⾏うことができた。また、単径間と
多径間で分けた選定フローを作成するなど、わかりやすい洗掘対策マニュアルの作成を⾏うことができた。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に
推薦するものである。

⻘森県橋梁洗掘対策検討業務委託

⻘森市⻑島外地内

岩崎 隆

株式会社キタコン

令和7年12月5⽇〜令和8年3月25⽇

洗掘対策検討 N=１式

7,667,000円
84点

⻑瀬 雄二

齋藤 可織

道路課

工藤 ⼀彦

令和8年3月25⽇

洗掘リスク判定フロー(単径間) 洗掘リスク判定フロー(多径間)

洗掘計測機器⽐較表

道路課⻑表彰

このたびは、「道路課⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にありがとうご
ざいます。本業務の遂⾏にあたりご指導を賜りました⻘森県道路課
の調査職員並びに関係職員の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、⻘森県道路課で管理するＡグループ橋梁（754橋）にお
いて、洗掘リスクの高い橋梁の抽出、並びに洗掘計測機器や根固工
の選定を体系的に整理し、洗掘対策マニュアルを作成した業務です。

本⽇の表彰を励みに、今後も技術⼒と品質の更なる向上に努め、
「安全安心で活⼒ある地域社会づくり」に貢献できるよう、⼀層努
⼒して参ります。

引き続きのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 代表取締役社⻑
佐藤 和昭

管理技術者
岩崎 隆
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⼟⽊関係
建設コンサルタント業務部門

（県外・１４業務）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、駒込ダム建設後の円滑かつ確実なダム管理を実施していくために設置するダム管理設備の詳細
設計を⾏い、工事発注に必要となる設計図書を作成したものである。

業務の履⾏に際しては、冬期間の管理といった駒込ダムの特徴を理解し、国⽴公園内の施設であること、
樹⽊伐採を最小限とするような周辺環境への配慮に努めて設計成果がまとめられている。また、国⽴公園や
保安林に関わる国等との協議資料の作成も担い、すべての協議が完了している。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮し
たもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

駒込ダム管理設備詳細設計（その２）業務委託

⻘森市⼤字駒込外地内

津田 雄則

株式会社建設技術研究所

令和7年4月8⽇〜令和8年3月25⽇

ダム管理設備詳細設計 N=1式

104,874,000円
86点

藤田 貴志

渡邉 ⼤輔

東⻘県⼟整備事務所

安宅 秀⼀

令和8年3月24⽇

ダム管理所の機器配置と外観駒込ダム管理設備のシステム構成と業務範囲（赤枠）

県⼟整備事務所⻑表彰

代表取締役
⻄村 達也

管理技術者
津田 雄則

この度は、⻘森県東⻘県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、誠にあり
がとうございます。今回の業務遂⾏にあたり、ご指導いただきました調
査職員の皆様及び関係者の皆様に感謝申し上げます。

本業務は、冬季の厳しい環境下においても駒込ダムの管理を安全かつ
確実に遂⾏できるように、豪雪・寒冷地に適合した工夫を随所に織り込
んだ設計としたほか、危機管理対策として⻘森県東⻘県⼟整備事務所か
らダム遠隔監視・遠隔制御を⾏うシステム検討・設計を⾏いました。

今後も技術の研鑽に励み、地域社会の安全・安心に貢献できるよう努
めてまいります。引き続き、ご指導・ご鞭撻賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、駒込ダム本体建設工事に資する目的として、本体掘削工事による掘削法面の岩盤スケッチ及び
地質図の作成を⾏い法面安定性に関する解析・検討を実施した。

業務の履⾏に際しては、掘削法面を対象とした高度な地質工学的評価を⾏い、地質的なリスク等をとりま
とめた結果から法面設計や施工にフィードバックし、関係者間の認識共有と掘削時の安全性向上、施工リス
ク低減に⼤きく寄与した。また、来年度以降で地質的なリスクとなる箇所の先⾏調査の実施、先進技術の活
用や県職員等の技術⼒向上を目的とした勉強会の開催など、次年度以降を⾒据えて業務が履⾏された。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」、「その他、他の模範となると認められ
るもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

駒込ダム掘削面地質評価業務委託

⻘森市⼤字駒込地内

岸 司

⽇本工営株式会社

令和7年4月4⽇~令和8年3月25⽇

掘削面地質評価 N＝1式

92,741,000円
86点

藤田 貴志

竹ヶ原 ⼤輝

東⻘県⼟整備事務所

安宅 秀⼀

令和8年3月25⽇

右岸掘削面のスケッチ図

干渉SAR解析による斜面変動の把握
（2015年~2025年）

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、栄誉ある⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り、誠にあり
がとうございます。ご指導を賜りました東⻘県⼟整備事務所の皆様をはじめ、本
業務にご協⼒いただいた関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。

本業務は、駒込ダム本体建設工事に関連して、掘削法面の岩盤スケッチ、地質
図作成および法面安定性に関する解析・検討を⾏うものでした。履⾏にあたって
は、高度な地質工学的評価に基づき、地質的リスクを整理し、その結果を設計・
施工へ反映することで、掘削時の安全性向上と施工リスクの低減に寄与したもの
と受け止めております。また、干渉SAR解析などの先進技術の活用や、次年度以
降を⾒据えた先⾏調査、関係者との勉強会を通じて、技術的知⾒の共有と認識共
有にも努めてまいりました。

今回の受賞を励みに、今後も技術⼒の向上に努め、安全・安心な社会資本整備
に貢献してまいります。今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

⻘森事務所⻑
井上 宏

管理技術者
岸 司
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、遠部ダム及び久吉ダムにおける管理の効率化や省⼒化を図るため、統合監視機能の中南県⼟整
備事務所への集約化を⾒据え、遠部ダム管理設備の更新設計を実施したものである。

当初想定していた遠部ダムの遠隔監視機能に加え、監査廊内への漏水量計（三角堰）の新設、非常用発電
機の燃料低下警報への遠隔監視機能の追加、予備ゲートの機側操作盤を同時更新することにより、機側伝送
装置を削減しコスト縮減を図る提案がなされるなど、受注者側から最適なシステム構築における工夫が提案
され設計に採用されることとなった。

以上、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に
推薦するものである。

遠部ダムメンテナンス管理設備更新詳細設計業務委託

平川市碇ケ関遠部地内

船曳 伸二

株式会社ニュージェック

令和7年4月23⽇〜令和8年3月25⽇

管理設備詳細設計 １式

28,039,000円
85点

高田 浩⾏

三浦 浩幸

中南県⼟整備事務所

野呂 徹

令和8年3月13⽇

監査廊内の漏水量計（三角堰）の設置イメージ 予備ゲート機側操作盤の設計図面

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、中南県⼟整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうござい
ます。ご指導いただきました調査職員の皆様、ならびに関係各位に対し、
心より感謝と御礼を申し上げます。中南県⼟整備事務所における2ダム
の統合監視に携わる機会をいただきましたことを、⼤変光栄に存じます。

遠部ダムはゲートレス化されたダムではありますが、災害リスクへの
適切な対応に加え、平常時の管理の省⼒化および効率化にも配慮した設
計といたしました。今回の受賞を励みとし、今後も⼀層技術の研鑽に努
め、防災・減災・国⼟強靭化に資する取り組みにおいて、更なる貢献が
できるよう尽⼒してまいります。引き続き、皆様方のご指導、ご鞭撻を
賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

代表取締役社⻑
山林 佳弘

管理技術者
船曳 伸二
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、中南管内の⼟砂災害警戒区域において、危険度や保全対象から整備優先度を整理し、今後の砂防工事
全体計画の基礎資料を取りまとめたものである。

整備優先度の設定においては、過年度業務や他⾃治体の評価方法を参考にするなど、シンプルな評価フローを作
成したことで、今後の新規箇所追加時においても、容易な評価が可能となった。

また、複数箇所の現場調査が伴う業務であったが、安全対策や周辺住⺠への周知を⾏い、事故や苦情も無く、業
務を完成させた。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建
設関連業務に推薦するものである。

岩⽊川圏域（中南管内）砂防事業検討業務委託

弘前市⼤字蔵主町外地内

是枝 伸和

株式会社アジア共同設計コンサルタント

令和7年4月18⽇ 〜 令和8年2月25⽇

事業実施可能渓流とりまとめ
N=1.0式

10,362,000円
83点

高田 浩⾏

東 睦城

中南県⼟整備事務所

山下 澄晴

令和8年2月25⽇

シンプルな評価フロー 評価順位一覧表

県⼟整備事務所⻑表彰

この度のご選考により栄誉ある表彰を頂戴しましたこと、厚く御礼申
し上げます。また、業務にあたりご指導ご⽀援を賜りました関係各位の
お⼒添えの賜物と深く感謝いたしております。

本業務では、砂防事業の実施優先度を評価する⼿法として、できるだ
けシンプルに、わかりやすい⼿法とすることを基本としました。また、
砂防事業の対象地区が増減しても評価を再計算しなくて良い⼿法を、他
⾃治体の評価⼿法も調査したうえで策定しました。

これにより多くの砂防事業の候補地区が存在するなかで、事業の優先
度を評価して効果的な事業推進に少しでも貢献できたと思っております。

今後とも機会があれば会社として⻘森県の事業推進にお役に⽴てるよ
うにと考えています。

代表取締役
⽊口 茂芳

管理技術者
是枝 伸和
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

プレキャストガードレール基礎 L=18.0m

プレキャストL形側溝(300型) L=17.6m
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この度は、⻘森県三⼋県⼟整備事務所⻑表彰を賜り誠にありがと
うございます。ご指導を頂きました道路施設課の調査職員の皆様
並びに関係各位に心から感謝と御礼を申し上げます。

対象となりました業務は、令和7年8月の豪⾬で被災した国道454
号における災害対応業務であります。道路交通にも⽀障が生じる
なか、諸要件を踏まえ応急対策から復旧工法の検討まで、誠意を
もって迅速に対応できたことが評価されたものと受け止めています。

北東北地方はこれまで以上に豪⾬のリスクが高まると予想されて
います。今回の受賞を励みとし、より⼀層の技術研鑽に努め、県⺠
の安全で安心な暮らしに貢献していく所存です。今後とも皆様方の
ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

本業務は、令和７年８月に発生した豪⾬災害で被災した国道454号の路肩及び盛⼟法面について、
測量、地質調査解析、詳細設計を実施したものである。

被災後、直ちに現地踏査に着⼿し、迅速に現地の被災状況を取りまとめたほか、被災メカニズムの
整理と安定性評価を的確に把握・整理し、早期の交通開放に向けた応急対策計画の検討、復旧工法に
関する査定資料や設計図書を速やかに作成した。

以上、災害復旧事業への対応の成果について、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」及び
「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良
建設関連業務に推薦するものである。

国道454号道路災害防除（災害対策）測量・調査・設計業務委託

三⼾郡新郷村⼤字⼾来地内

井上 剛

⽇本工営株式会社

令和7年9月1⽇〜令和8年3月19⽇

測量業務 N=1式
地質調査・解析 N=1式
仮設構造物・法面工詳細設計 N=1式

34,881,000円
86点

下川原 茂樹

坂本 浩樹

三⼋県⼟整備事務所

葛⻄ 孝⼈

令和8年3月17⽇

復旧計画平面図

至 十和田湖至 新郷村役場

7
6
0
0

凝灰角礫岩

凝灰岩

火砕流堆積物

盛土

公図境界

地山補強土工（パネル板併用）

H=1.2m W=1.8m

補強材 D25(パッカー併用)

天端コンクリート

充填材(軽量骨材)

(枠内,t=10cm)
モルタル吹付工

鉄筋挿入工

吹付法枠

B300＊H300

ガードレール

舗装工

L=10.0ｍ、L=8.5ｍ

D19、L=5.0ｍ

復旧計画横断図

県⼟整備事務所⻑表彰

⻘森事務所⻑
井上 宏

管理技術者
井上 剛
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、栄えある「⻘森県三⼋県⼟整備事務所表彰」を
賜り、誠に光栄に存じます。本業務の遂⾏にあたり、ご指導・ご
⽀援を賜りました⼋⼾港管理所の調査職員並びに関係職員の皆様
に、心よりお礼申し上げます。

⼋⼾港河原⽊地区における主要施設の桟橋調査・設計に携わり、
その成果をご評価をいただけましたことを⼤変嬉しく存じます。
本受賞を励みとし、今後も⻘森県をはじめ地域社会の発展と、
安全・安心な暮らしの実現に向け、より⼀層尽⼒してまいります。

今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

本業務は、河原⽊4号桟橋の調査及び補修設計を⾏ったものである。調査にあたって、潜水士による
水中調査を速やかに実施し、はつり調査など必要な追加調査を提案・実施したことにより、業務が遅れ
ることなく進められた。また、海上保安部等との関係機関協議に加え、桟橋利用者との⽇程調整や、
新井田漁協の制約に対し適切に対応し、厳しい工程のなかでも業務を遂⾏したものである。

設計に関しても、3号桟橋の追加調査や、桟橋本体への影響を考慮した防舷材の補修方法を選定する
など、随所に優れた提案があったことから高い評価を得たものである。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良
建設関連業務に推薦するものである。

⼋⼾港改修（施改補助）河原⽊４号桟橋調査設計業務委託

⼋⼾市豊洲地内

瀬良 敬二

パシフィックコンサルタンツ株式会社

令和7年7月11⽇〜令和8年3月25⽇

現地調査 1式
補修設計 1式

29,997,000円
84点

前田 昇

佐藤 隆昭

三⼋県⼟整備事務所 ⼋⼾港管理所

瀬川 文彦

令和8年3月24⽇

・斫り調査の実施(河原木3号桟橋)

・コア抜き調査(河原木4号桟橋)

・補修部材の検討(河原木3号桟橋) ・鋼管杭の補修工法(河原木4号桟橋_プラットフォーム)

・鋼管杭の補修工法(河原木4号桟橋_ドルフィン)

県⼟整備事務所⻑表彰

⻘森事務所⻑
増田 健太郎

管理技術者
瀬良 敬二
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、⾦⽊川河川改修に伴い架替が必要となった⾦⽊橋の橋梁詳細設計並びに付け替え道路・交差点の道路
設計を⾏ったものである。

橋梁に近接する交差点の路面高と河川の余裕高、新たに整備される堤防位置といった数々の制約がある中、径間
⻑を⻑く取ることで橋脚数を減らし河川内作業の低減による⼤幅な工期短縮とコスト縮減が図られる最適な橋梁形
式を選定・提案した。また、完成後の道路・交差点形状や河川改修後の橋脚位置などを３次元モデルで可視化し、
施工計画のシミュレーションや空間的な干渉チェックを⾏い、合同現地調査ではARの活用で橋梁計画を現地で視覚
化して提示するなど、発注者側の理解を深め、課題を共有する上で極めて有効であった。

以上、「他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦す
るものである。

国道339号橋梁架替（⾦⽊橋）設計業務委託

五所川原市⾦⽊町菅原地内

竹田 ⻯⼀

⼤⽇本ダイヤコンサルタント株式会社

令和7年4月23⽇〜令和8年3月25⽇

橋梁詳細設計 N=1橋

50,831,000円
86点

佐々⽊ 功雄

坂上 理紗子

⻄北県⼟整備事務所

三浦 巧巨

令和8年3月24⽇

3次元ﾓﾃﾞﾙによる施⼯計画のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ(抜粋)最適な橋梁形式の選定（経済性・施⼯性の評価⾒直し）

3次元ﾓﾃﾞﾙによる部材干渉ﾁｪｯｸ ARの活⽤

県⼟整備事務所⻑表彰

この度、⻄北県⼟整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうございま
した。ご指導いただきました調査職員並びに関係職員の皆様に深く感謝
申し上げます。

本業務は現橋の架替事業における新設・撤去および道路・交差点の計
画設計を実施したものです。コスト縮減、現道交通の確保、周辺建物へ
の影響最小化など、架け替えならではの多くの課題がありました。ARを
活用した合同現地踏査では、多数の方々にご参加いただき、課題の理
解・共有だけでなく、コミュニケーションの深化にも効果を発揮し、円
滑な業務推進に非常に有効であったと実感しています。

この受賞を励みとし、さらなる技術研鑽と品質向上に努め、地域社会
の課題解決に貢献できるよう尽⼒してまいります。

代表取締役社⻑
齋藤 哲朗

管理技術者
竹田 ⻯⼀
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、津軽港において埋⽴てに伴い必要となる公有水面埋⽴免許申請書類のうち、「環境保全に関し講じる措
置を記載した図書」の作成及び作成に必要となる環境影響評価を実施したものである。

埋⽴てによる影響が想定される項目について、予測評価を実施した。特に工事中の濁りと供用後の地形変化は周辺
海域への影響が懸念されたことから、平面二次元多層レベルモデルを用いたシミュレーションを実施した。その結果、
事業者が環境保全措置を講じることにより、埋⽴てによる影響は小さいと評価された。埋⽴てによる影響を定量的に
評価し、埋⽴てによる周辺環境への影響を視覚的にわかりやすく示したことにより、関係機関への説明を円滑に実施
することができ、埋⽴事業を円滑に進めることに貢献した。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設
関連業務に推薦するものである。

津軽港港湾地方創生推進環境影響評価業務委託

⻄津軽郡鰺ヶ沢町⼤字北浮田町地内

魚井 夏子

三井共同建設コンサルタント株式会社

令和7年9月4⽇〜令和8年1月30⽇

環境影響予測評価 1式
環境保全図書作成 1式

19,646,000
84点

細川 敦啓

相馬 吉裕

⻄北県⼟整備事務所

藤田 幸徳

令和8年1月30⽇

図-1 濁りの寄与濃度分布図
(濁りの⽇発生量が最⼤となる時期、0〜3ｍ深の結果)

図-2 差流速図(将来流況ー現況流況)
(埋⽴前後の地形で予測、0〜3ｍ深の結果)

共同漁業権の境界では、
濁りが0.5mg/L未満となる
（基準値︓2.0mg/L以下）

単位：cm/s

航路浚渫及び埋⽴てによる
流速の変化は

0.04cm/s程度に収まる。

このたびは、⻘森県⻄北県⼟整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうございま
す。ご指導いただきました⻄北県⼟整備事務所鰺ヶ沢道路河川事業所の調査職員
の皆様、並びにご協⼒いただきました関係者のみなさまに心から感謝とお礼を申
し上げます。

本業務は、津軽港をO&M港(保守・管理拠点港)として活用するための整備に伴
い実施される埋⽴事業による影響を予測評価したものです。事前の関係者協議や
予測計算の結果を分かりやすく示す等、工夫を⾏った点が評価され、⼤変光栄に
思います。

今回の受賞を励みとし、更なる技術研鑽・品質確保に努め、地域社会の発展に寄
与できるよう精進して参ります。

今後とも、皆様方のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
代表代理 東北⽀社⻑

北 吉宏
管理技術者
魚井 夏子
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

泊陸奥横浜停⾞場線道路改良構造物詳細設計業務委託

上北郡六ヶ所村⼤字泊地内

山口 淳熙

⼤⽇本ダイヤコンサルタント株式会社

令和7年5月10⽇〜令和8年1月30⽇

⼀般構造物詳細設計 N=1.0式

25,465,000円
83点

相馬 良璽

根城 平

上北県⼟整備事務所

⽯澤 徹

令和8年1月29⽇

図-1.2 標準横断図図-1.1 空中写真判読図

県⼟整備事務所⻑表彰

このたびは、栄誉ある県⼟整備部優良業務表彰をいただき、あり
がとうございます。受賞にあたり、ご指導いただきました調査職員
のみなさま、関係者のみなさまには心から感謝いたします。

この受賞をはげみに、弊社の企業理念である「⼤地と空間、⼈と
社会の可能性を引き出し、未来を拓く」を念頭に、少しでも地域の
みなさま・県⺠のみなさまのお役にたてるよう頑張りたいと思いま
すので、今後ともご指導のほど、よろしくお願いします。

代表取締役社⻑
齋藤 哲郎

管理技術者
山口 淳熙

本業務は、⼀般県道泊陸奥横浜停⾞場線において、通年通⾏が可能なバイパスとして整備するうえで課題となる
⻑⼤切⼟法面の安定対策工及び雪崩対策工の設計を⾏ったものである。

当地区には、地すべりブロックや崩壊性の地山である風化の早い凝灰岩が分布し、切⼟による不安定化が懸念さ
れていた。また、冬季における切⼟法面から発生する雪崩対策や、保安林への影響が課題であった。

地すべりについては、専門技術者による地表踏査や空中写真判読を実施し、切⼟による影響が無いことを確認し
た。対策工は、切⼟法面の縮小化が雪崩対策範囲に影響することから、法面対策工と雪崩対策工を⼀体で工法⽐較
を⾏い、30％のコスト縮減と保安林解除面積の縮小を図ることができた。

以上より、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推
薦するものである。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、『無流水渓流対策に係る技術的留意事項(試⾏案)』に基づき、無流水渓流の特徴を有し、且つ、事
業優先度の高い箇所として選定された、下六ヶ所沢、東赤伏沢、中赤伏沢を対象に、効率的・効果的な対策を推
進することを目的とし、机上調査や現地調査をもとに、試⾏案に則り⼟⽯流・流⽊対策計画を策定し、砂防工事
全体計画を作成と概略設計を実施したものである。

無流水渓流対策は、全国的に⾒ても未だ実施事例が少ないことから、実施方針、試⾏案の解釈について、受注
者提案により国⼟技術政策総合研究所砂防研究室へ聞き取りを⾏い、技術的な担保を基に成果を取りまとめた。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良
建設関連業務に推薦するものである。

高瀬川圏域総合流域防災砂防無流水渓流対策設計業務委託

十和田市⼤字滝沢外地内

溝口 裕也

株式会社建設技術研究所

令和7年5月3⽇〜令和7年12月25⽇

砂防工事全体計画書作成 1式
砂防施設概略設計 1式

19,987,000円
83点

野宮 ⼀宏

須藤 直也

上北県⼟整備事務所

成田 智洋

令和7年12月8⽇

下六ケ所沢 東赤伏沢 中赤伏沢

流域概要図及び概略設計⼀般図

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、誠にありがとうござ
います。本業務の遂⾏にあたり、ご指導いただきました調査職員の皆様
並びに関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。

前例の少ない無流水渓流対策施設について、渓流特性に応じた施設形
式および構造のあり方を検討・整理し、国⼟技術政策総合研究所、⼟⽊
研究所および国⼟交通省砂防部保全課へ提案いたしました。その結果、
妥当な方向性をご確認いただき、その成果を体系的にとりまとめました。

今後も技術の研鑽に励み、地域社会の安全・安心に貢献できるよう取
り組んでまいります。引き続き、ご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

代表取締役社⻑
⻄村 達也

管理技術者
溝口 裕也
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰の栄誉を賜り、
誠にありがとうございます。下北県⼟整備事務所 河川砂防施設課の皆様
をはじめ、ご指導ご協⼒いただきました関係各位に心より感謝申し上げ
ます。

本業務では、⼈工リーフの修繕設計にあたり、再発防止と高い安定性
の確保を基本とし、水産有用種の生息環境にも十分配慮した対策工法を
提案いたしました。このような取組みが評価され、誠に光栄に存じます。

今回の受賞を励みとし、今後もさらなる技術⼒の向上に努め、地域社
会の発展と地域防災の向上に貢献できるよう、⼀層精進してまいります。
今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

代表取締役社⻑
齋藤 哲朗

管理技術者
瀧本 英男

本業務は、下北郡風間浦村に位置する下風呂海岸において、波浪により散乱した⼈工リーフを修繕するた
めの工法を検討する業務である。

被災履歴や復旧工事の情報を収集し、変状要因や修繕工法の検討を⾏った。現地踏査においては、ドロー
ンにより撮影した空中写真や動画、過去の業務における空中写真や展開図、測量成果を踏まえて、変状状況
の把握に努めた。これらの情報から変状メカニズムの想定を⾏い、対策の基本方針を決定した。また、下風
呂海岸が沿岸漁業が盛んな地区であることを考慮し、水産協調型ブロックの採用を提案し、採用することと
なった。 以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優
良建設関連業務に推薦するものである。

下風呂海岸維持設計業務委託

下北郡風間浦村⼤字下風呂地内

瀧本 英男

⼤⽇本ダイヤコンサルタント株式会社

令和7年9月5⽇〜令和8年2月27⽇

⼈工リーフ設計 N=1式

8,734,000円
84点

梅村 豪

小嶋 剛史

下北県⼟整備事務所

畑山 賢司

令和8年2月27⽇

県⼟整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度は、⻘森県下北県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、誠に
ありがとうございます。今回の業務遂⾏にあたり、ご指導いただき
ました調査職員の皆様及び関係者の皆様に感謝申し上げます。

本業務では、対象工区内の参画状況を踏まえて、電線共同溝特殊
部の小規模化や基数の削減によるコスト縮減を提案させていただき
ました。

今回の受賞を励みとし、今後も⼀層の研鑽に努め、⻘森県の社会
資本整備への⼀助になれるよう精進して参ります。引き続き、ご指
導・ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

本業務は、⼀般国道338号道路改良事業（むつ市桜⽊町〜むつ市⼤湊上町区間L=1.0km）において、電線
共同溝詳細設計を⾏うことを目的としている。

業務遂⾏にあたっては、むつ市をはじめとする関係機関（計5機関）との調整を密に⾏い、工期内に業務
を完了させた。また、道路整備の工程を踏まえた電線共同溝整備の工程案を作成するとともに、最新の電線
共同溝整備マニュアル(案)に基づくコスト縮減策や、施工時に活用可能なNETIS登録商品を提案するなど、
コスト縮減・施工性向上にも寄与した。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関
連業務に推薦するものである。

国道３３８号道路改良無電柱化詳細設計業務委託

むつ市桜⽊町外地内

井上 智晴

株式会社建設技術研究所

令和7年7月18⽇〜令和8年3月25⽇

電線共同溝詳細設計 N=1箇所

13,046,000円
83点

對馬 永⼀

岩⾒ 伸⼀朗

下北県⼟整備事務所

松井 ⼀裕

令和8年3月23⽇

▲合同調整会議資料および会議状況 ▲電線共同溝整備の工程案

▼新技術活用検討表

県⼟整備事務所⻑表彰

代表取締役
⻄村 達也

管理技術者
井上 智晴
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、鰺ヶ沢町の中村川において、洪水防御方式・洪水調節施設の検討を⾏い、流域内の浸水被害対
策の推進を目的とした流域水害対策計画(素案）、河川整備計画(案)を作成するものである。

まずは、地すべり・地表地質の概査、洪水調節施設の基本形状検討など、有望サイト近傍の現地確認や施
設配置の⾒直しを⾏った。次に、費用対効果検討や河川環境検討シートを整理し、河川整備計画変更(案)及
び流域水害対策計画(素案)を作成したほか、河川整備計画に係る公聴会等の運営補助を⾏った。本業務では
多様な視点での検討が求められたが、品質確保と迅速な対応のため、各分野に精通した技術者を多く配置し、
発注者と密な連絡調整を⾏うことで、円滑な業務進捗を図った。以上、「難易度が高い業務に対し優れた技
術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

中村川流域治水計画作成業務委託

⻄津軽郡鰺ヶ沢町⼤字舞⼾町外地内

舟越 善隆

⽇本工営株式会社

令和7年5月21⽇〜令和8年3月25⽇

流域治水計画作成 N=1式

67,848,000円
87点

外川 幸久

山上 諭

河川砂防課

高橋 奈穂子

令和8年3月19⽇

流域⽔害対策計画（素案） 公聴会等の運営補助

県⼟整備部⻑表彰

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り誠にありがとうござ
います。ご指導をいただきました県⼟整備部河川砂防課の調査職員の皆様並びに
関係各位に心から感謝と御礼を申し上げます。

中村川では令和７年４月に中村川水系河川整備基本方針が変更され、流域治水
の観点も踏まえた流域関係者⼀体となっての水害対策が進められています。本業
務は、治水機能増強検討調査を位置づけた計画として、洪水防御方式・洪水調節
施設の精査、河川整備計画関連資料の更新検討を⾏いました。また、流域内にお
ける総合的な浸水被害対策の更なる推進に向けた流域水害対策計画など、総合的
な浸水被害対策の具体化に向けた検討を⾏った県内でも先⾏的な取組み事例とな
る業務です。

今回の受賞を励みとし、より⼀層の技術研鑽に努め、安全・安心で豊かな社会
を形成する社会資本の整備に貢献できるよう尽⼒していく所存です。今後とも皆
様方のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

⻘森事務所⻑
井上 宏

管理技術者
舟越 善隆
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り、誠にありが
とうございます。業務の遂⾏のためにご指導いただくとともに、⻘森港の
より良い計画の⽴案に向けてご尽⼒された調査職員と関係者の皆様には、
心より御礼を申し上げます。

開港400周年を迎えた⻘森港は、海洋再生可能エネルギー発電設備等拠
点港湾の指定や、クルーズ船の寄港回数が過去最高を記録するなど、今後
も地域の産業振興と賑わい創出に欠かせない存在であり続けることが期待
されております。明るい将来を⾒据えた「⻘森港⻑期構想」の策定に携わ
れたことを⼤変誇らしく思います。

今回の受賞を励みに、⻘森県の港湾の発展に貢献できるよう努めて参り
ます。ご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

東北⽀社⻑
北 吉宏

管理技術者
豊田 雄介

⻘森港⻑期構想検討業務委託

⻘森市本町外地内

豊田 雄介

三井共同建設コンサルタント株式会社

令和5年3月10⽇〜令和8年3月27⽇

⻑期構想調査1式
基礎調査・経済影響調査1式
静穏度解析1式

56,815,000円
86点

小笠原 透

後村 晃基

港湾空港課

樋口 穂積

令和8年3月23⽇

本業務は、⻘森港の概ね20〜30年先を⾒据えた⻑期構想の策定、概ね10〜15年後を目標とした法定計画であ
る港湾計画の改訂に向けた調査・解析等、必要となる各種資料作成を⾏ったものである。

脱炭素社会やクルーズ需要の増⼤等の社会情勢変化を適切に捉えて同港の取組課題を抽出し、物流・産業、交
流・⼈流、環境、防災・危機管理の多様な機能が調和する将来像「⻘森港新時代に向けて」の基本戦略を⻑期構
想として取りまとめた。港湾計画では、妥当性・実現性の高い将来貨物量や船舶隻数を計画フレームとして設定
し、利用者や関係機関へのヒアリングを通じて同港の要請を適切に捉え、複数案⽐較により経済性、安全性、利
便性及び実現性に優れる旅客船埠頭やフェリー埠頭等の施設整備計画を⽴案した。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したも
の」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

■⻘森港の空間利⽤ゾーニング■⻘森港の将来像・目指す姿

エネルギー
イノベーションの

波

物流･産業

交流･人流

環 境

青森港
新時代

ユニットロードと
クリーンエネルギーの

物流拠点

海洋環境保全と
脱炭素社会に貢献する

エコロジー拠点

東北地方の
広域防災拠点

世界に開かれた
広域交流拠点

●世界中の旅行客に青森県
の魅力ある歴史･文化･
食･自 然 を 発 信 す る
国際観光拠点

●多彩な観光資源を求めて
世 界 中 の 観 光 客 か ら
選ばれる国際交流拠点

“青森港新時代”に向けて
～本州－北海道の大動脈とエネルギーイノベーションへの挑戦～

世界が認める「青森ブランド」の確立

背後圏を支える青森港

●海洋環境保全･再生に貢献する
港湾

●背後地域の脱炭素化に貢献する
カーボンニュートラルポート

技術革新と
デジタル化の

波

●大規模地震に対応した
広域防災拠点

●高潮・高波時の背後地域の
生活と産業を守る災害に
強い港湾

●多種多様な港湾利用者の
安全性を考慮した港湾

防災･危機管理

●本州・北海道の大動脈を軸に
青森県と全国･世界をつなげる
ユニットロードの物流拠点

●再生可能エネルギーや次世代
エネルギーの産業が集積する
クリーンエネルギーの受入拠点

船だまり関連ゾーン

エネルギー関連ゾーン

環境再生ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

クルーズ船

油川地区

沖館地区

本港地区

堤埠頭

環境再生ゾーン

交流拠点ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

防災ゾーン

環境再生ゾーン

新中央埠頭

中央埠頭

浜町埠頭

漁船溜り関連ゾーン

物流関連ゾーン

エネルギー関連ゾーン

物流関連ゾーン

船だまり関連ゾーン

船だまり関連ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

エネルギー関連ゾーン

港湾空港課⻑表彰
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地質調査業務部門

（３業務）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、既存の「津軽港港湾維持地質調査（その1〜3）」の結果を踏まえ、追加調査が必要とされた地点R6-4-1（陸上）におけ
るボーリング調査と、関連地点R6-1-3（海上）およびR6-2-3（陸上）における試料採取を実施し、地盤構成・地下水位・工学的特性
等の地盤資料を取得することを目的としたものである。

特に海上調査については、厳しい気象条件に加え、港湾利用者や海上保安庁等の関係機関との調整を要する制約条件下において、適
切に事前調整を⾏い、安全かつ効率的な調査搬入計画を⽴案することで、工程への影響を最小限に抑えることができた。また、各ボー
リングにおいては、設計担当者と密接に連携し、調査結果を迅速に整理・共有することで、設計検討に資する信頼性の高い⼟質データ
の提供を⾏うことにより、津軽港における各種事業の円滑な進捗へ貢献した。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦す
るものである。

津軽港港湾維持地質調査（その４）業務委託

⻄津軽郡鰺ヶ沢町⼤字北浮田町地内

山崎 純

有限会社三陽技研

令和7年2月13⽇〜令和7年6月30⽇

陸上ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ2孔,海上ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ1孔
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ7本，室内⼟質試験18試料

13,200,000円
82点

細川 敦啓

相馬 吉裕

⻄北県⼟整備事務所

藤田 幸徳

令和7年6月10⽇

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は，⻄北県⼟整備事務所⻑表彰を賜り，誠にありがとうございます。
本業務の遂⾏にあたり，多⼤なるご指導とご協⼒を賜りました鰺ヶ沢道路河川事務

所⻑をはじめ，調査職員ならびに関係職員の皆様に心より感謝申し上げます。
本業務では，陸上ボーリング調査に加え海上ボーリング調査を実施しました。特に

海上調査においては，厳しい気象・海象条件への対応や関係機関との事前調整，搬入
計画および工程管理を適切に⾏うことで，安全かつ円滑に調査を完了することができ
ました。また，本調査で得られた地盤情報が津軽港における各種事業の円滑な推進に
寄与できたことを光栄に思います。

このたびの受賞を励みとし，今後も安全を最優先に，陸上・海上調査における技術
⼒の向上と，より信頼性の高い地盤情報の提供に努め，社会資本整備と地域社会の発
展に貢献してまいります。

最後に，関係各位の皆様のますますのご発展とご健勝をお祈り申し上げますととも
に，今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役
渡辺 秀寿

管理技術者
山崎 純
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

代表取締役社⻑
葛⻄ つぎ子

管理技術者
島津 俊政

本業務は、 ⼀般県道泊陸奥横浜停⾞場線のバイパス事業の⼀環として上北郡六ヶ所村⼤字泊地内において実施
した地質調査で、機械ボーリング等を実施し、地質構成、地質構造、物理・⼒学特性等地盤情報を把握し、地質・
地盤リスクの整理、詳細設計に必要な資料を得ることを主な目的として実施した。

本調査業務は対象区間の既往調査がなく、且つ詳細設計業務と並⾏していたことから、⼿戻りなく必要十分な地
質・地盤リスクの整理、詳細設計に必要な資料を効率的に得ることが求められた。その中で、①弾性波探査の波線
解析に基づく発破孔の提案と実施、②詳細な地表地質踏査と弾性波探査解析結果及びボーリング地質調査による地
質構造及び分布の推定、③調査結果に基づく断層分布を考慮した明確な地山分類と坑口部の検討を実施している。
以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設
関連業務に推薦するものである。

泊陸奥横浜停⾞場線道路改良地質調査業務委託

上北郡六ヶ所村⼤字泊地内

島津 俊政

有限会社⻘森地盤研究所

令和7年5月1⽇〜令和8年3月25⽇

機械ボーリング N=1式(水平2、鉛直5)
原位置試験及び室内試験 N=1式
弾性波探査 2.74km

59,807,000円
81点

相馬 良璽

根城 平

上北県⼟整備事務所

⽯澤 徹

令和8年3月19⽇

写真や図面等の添付をお願いします。

県⼟整備事務所⻑表彰

この度は、上北県⼟整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうござい
ます。ご指導をいただきました上北県⼟整備事務所の皆様並びに関係各
位の皆様には心から感謝申し上げます。

本業務は、⼀般県道泊陸奥横浜線のトンネル設計に必要となる地盤情
報取得を目的として実施したもので、効果的かつ積極的な調査の提案、
必要な地質・地盤リスク整理のため各種地質調査及び弾性波探査の結果
と地表地質踏査により地質構造及び分布を出来るだけ詳細に推定するこ
と等を心掛けて実施しました。

今回の受賞を励みとして、更なる品質向上・技術研鑽に努めるととも
に、社会ニーズに応え、より⼀層地域社会に貢献できるよう努めて参り
ます。今後ともご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。
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1

令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

このたびは、県⼟整備部⻑表彰の栄誉を賜り、誠にありがとうご
ざいます。ご指導を賜りました下北県⼟整備事務所の調査職員並び
に関係職員の皆様に心より感謝申し上げます。

本業務で実施した地質調査では調査地点が広範囲であること、ま
た数量変更に伴う作業量の増加に対応するために、安全管理はもと
より、現場作業工程の短縮を図りながら無事現場作業を終了するこ
とができました。

今回の受賞を励みに、更なる技術⼒向上と品質向上に努め、地域
社会の発展に貢献できるように尽⼒していく所存です。今後ともご
指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 代表取締役

佐藤 富⼀
管理技術者
妻神 敬司

本業務は、下北半島縦貫道路の⼀般国道279号奥内バイパスにおける橋梁・函渠・盛⼟の設計に必要な地
盤情報を得るための地質調査である。

当初のボーリング数量は11孔であったが、事業実施において軟弱地盤解析の精度向上のため、調査個所が
追加となり、短期間の中で計17孔の地質調査を完了させたことや業務着⼿当初に同時期発注の類似業務の統
⼀事項の作成を実施したことで、関連業務及び後続の設計業務の円滑化へ⼤きく寄与した。

以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」「他の模範となると認められるもの」に該当するこ
とから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

国道279号道路改良（奥内バイパス）地質調査業務委託

むつ市⼤字奥内地内

妻神 敬司

エイト技術株式会社

令和7年7月10⽇〜令和8年3月25⽇

機械ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ17個所,孔内載荷試験3個所,ｻ
ﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ7個所、室内試験1式, 総合解析

23,089,000円
86点

對馬 永⼀

棟方 智輪

下北県⼟整備事務所

壬生 信⼀

令和8年3月25⽇

奥内BP13工区地質推定断面図

位置図 現場全景 孔内載荷試験

KY状況

県⼟整備部⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

本業務は、駒込ダム建設事業用地に広く存する国有林野を林野庁から国⼟交通省名義に所管換する必要の
ため、その申請図書作成に所要の路線及び復元測量並びにその所管換範囲76万㎡強に無数に存する⽴竹⽊を
標本を抽出し調査する内容のものである。

現場は山深い急峻な斜面であり業務に多くの労⼒と危険が伴ううえ、広⼤な範囲から適正に標本抽出を⾏
うために林野庁はじめ関係機関と頻繁に協議を重ねる必要があったが、適切な安全配慮及び協議の実施によ
り完成に至り、上の評定点となった。

以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術⼒を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部
優良建設関連業務に推薦するものである。

駒込ダム建設事業国有林野所管換申請に伴う測量・調査業務委託

⻘森市⼤字駒込地内

岡田 朋暢

株式会社ニッソク

令和7年6月4⽇〜令和8年1月30⽇

復元測量Ｌ＝1.0㎞
用地測量Ａ＝1.20万㎡
用地調査Ｎ＝１式

21,164,000円
84点

小向 良

中村 宙翔

東⻘県⼟整備事務所

㤊田 圭⼀郎

令和8年1月28⽇

県⼟整備部⻑表彰

この度は、県⼟整備部⻑表彰を賜り、誠にありがとうございます。
広⼤な所管換範囲の⽴竹⽊調査を実施するにあたり、UAVなどを活用

して植生の状況や調査範囲を確認し、効率的に標本の抽出、調査を⾏う
ことを心掛けました。

急峻な⼟地であることから、復元測量や工事用道路の通⾏に関して作
業前KY活動の実施など、従事したチーム全員の安全への十分な配慮もあ
り、無事故で業務を遂⾏することができました。

今回の受賞を励みに、今後も地域社会に貢献できるよう⼀層努⼒して
まいります。

ご指導、ご協⼒をいただきました関係各位の皆様には、心より感謝申
し上げます。 代表取締役 管理技術者
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り、
誠にありがとうございます。ご指導を賜りました調査職員並びに
関係者の皆様には心から感謝申し上げます。

本業務は、地権者への用地調査の説明を始め、発注者との緊密
な連携を取りながら業務を遂⾏した結果、評価を頂けたことを
⼤変うれしく思っております。

創⽴80周年を迎え今回の表彰を励みとし、今後も⼀層の技術⼒
の向上と⼈材の育成に努め、地域社会の発展に貢献して参ります
ので、今後もご指導とご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上
げます。

本業務は、 3・5・1号沼館三⽇町線道路改築工事に伴う用地取得のため、用地調査（建物等、営業
補償等の調査及び算定）を実施したものである。

本業務の調査対象地権者は事業計画への反対及び現住建物内の調査⼿法への抵抗感から、当初調査が
中断し10年以上が経過していたものであるが、受注者は地権者の気持ちに寄り添った丁寧な説明により
信頼関係を築き用地調査を完遂した。また、提出された成果品も高い精度をもって作成されていた。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良
建設関連業務に推薦するものである。

３・５・１号沼館三⽇町線道路改築用地調査業務委託

⼋⼾市内丸三丁目地内

岩舘 厚司

株式会社岩沢測量コンサル

令和7年6月11⽇〜令和7年9月30⽇

道路改築事業に伴う用地取得のための用
地調査業務

4,378,000円
83点

田村 克彦

田中 絡久

三⼋県⼟整備事務所

佐藤 琉生

令和7年9月29⽇

県⼟整備事務所⻑表彰

管理技術者
岩舘 厚司

代表取締役
岩澤 進
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名

受注者名

業務箇所 委託料

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

この度は、「⻘森県上北県⼟整備事務所⻑」表彰の栄誉を賜り、
誠にありがとうございます。

本業務は、多数の相続⼈が発生し資料収集及び取りまとめが困難
な状況にありましたが、⻘森県上北県⼟整備事務所の調査職員の皆
様および関係各位のご協⼒のおかげで、円滑に遂⾏することができ
ました。深く御礼申し上げます。

この受賞を励みとし、これからも技術と品質の向上に努め、安
全・安心な地域づくりに貢献してまいります。

今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 代表取締役 管理技術者

本業務は、下北地方生活圏の中心都市「むつ市」と東北縦貫⾃動⾞道⼋⼾線を結び、下北・南部・⻘森地
方生活圏の地域間連携強化、下北地方の産業等の発展を⽀援する地域高規格道路(下北縦貫道路)の横浜北バ
イパス工区における用地取得のため、裁決申請図書を作成したものである。

本業務にあたっては、多数相続が発生している案件に対して効率よく⼾籍収集を⾏って資料を取りまとめ、
発注者からの多数の確認事項に対し修正資料を迅速かつ分かりやすく履⾏し業務を完成させた。

以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関
連業務に推薦するものである。

国道279号道路改良（北ＢＰ）裁決申請図書作成業務委託

上北郡横浜町字林ノ後外地内

對馬 浩夫

株式会社⼤成コンサル

令和6年12月19⽇〜令和8年3月19⽇

路線測量 Ｎ＝1.0式 用地調査等 Ｎ＝1.0式
用地測量 Ｎ＝1.0式

9,669,000円
83点

工藤 哲也

佐京 秀亮

上北県⼟整備事務所

舘ヶ沢 直志

令和8年3月19⽇

県⼟整備事務所⻑表彰
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